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『
靖せ
い

献け
ん

遺い

言げ
ん

』
は
、
山
崎
闇
斎
の
高
弟
で
、「
崎
門
三
傑
」
の
一

人
と
称
さ
れ
る
浅
見
絅
斎
が
、
四
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
さ
せ
た

主
著
で
あ
る
。
こ
の
不
思
議
な
書
名
は
、『
尚
書
』
微
子
篇
に
見

え
る
「
自
ら
靖
ん
じ
、
人
、
自
ら
先
王
に
献
ず
」（『
靖
献
遺
言
』

の
あ
と
が
き
「
後
靖
献
遺
言
書
」
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
採
ら

れ
、「
君
主
に
仕
え
て
忠
義
を
尽
く
し
た
義
士
が
残
し
た
最
期
の

言
葉
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
中
国
史
上
に
残
る
八
人
の
英
傑
、

す
な
わ
ち
、
屈
原
・
諸
葛
孔
明
・
陶
淵
明
・
顔
真
卿
・
文
天
祥
・

謝
枋
得
・
劉
因
・
方
孝
孺
の
遺
文
と
略
伝
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

尊
王
思
想
を
鼓
吹
し
た
書
と
し
て
、
幕
末
の
志
士
や
特
攻
隊
員
な

ど
、
時
代
を
超
え
て
読
ま
れ
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
っ
た
が
、
今

は
読
む
人
が
殆
ど
な
い
。
だ
か
ら
読
み
た
く
て
も
、
な
か
な
か
読

め
な
い
書
物
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
新
進
気
鋭
の
研
究
者
で
あ
る
濱
田
浩
一
郎
氏
に
よ
っ

て
、
読
み
や
す
い
現
代
語
訳
に
な
っ
て
蘇
っ
た
。
本
書
は
、
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
に
原
文
の
書
き
下
し
文
を
交
え
つ
つ
も
、
現
代
語
に
訳

し
、
そ
の
内
容
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
代
語
訳
は
原
典
の

厳
密
な
訳
と
は
言
え
な
い
が
、
非
常
に
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
。
内
容
は
十
分
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本
書
の

大
き
な
特
色
は
、
単
な
る
現
代
語
訳
で
は
な
く
、「
解
説
で
幕
末

の
志
士
や
特
攻
隊
な
ど
と
、『
靖
献
遺
言
』
に
登
場
し
た
中
国
史

の
英
傑
を
対
比
さ
せ
た
」
点
に
あ
る
。
そ
の
解
説
と
併
せ
読
む
こ

と
で
、
内
容
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な

く
、
中
国
史
上
の
英
傑
た
ち
と
、
志
士
や
特
攻
隊
員
た
ち
と
の
精

神
的
な
繋
が
り
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

濱
田
氏
は
、「
忠
義
を
表
出
し
た
作
品
」
と
い
う
よ
り
も
、「
死
の

文
学
」
と
し
て
『
靖
献
遺
言
』
を
捉
え
、
英
傑
た
ち
の
問
い
か
け

に
「
答
え
よ
う
と
必
死
で
考
え
、
生
き
よ
う
と
す
る
時
、『
靖
献
遺

言
』
は
死
の
文
学
か
ら
、
人
を
活
か
す
「
生
の
文
学
」
に
な
る
は

ず
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
英
傑
た
ち
の
よ
う
に
生
き
な
く
と
も
、

自
ら
の
「
死
」
を
見
つ
め
る
と
と
も
に
、「
生
」
を
見
つ
め
直
す
書

と
し
て
、『
靖
献
遺
言
』
を
読
む
意
義
は
、
今
も
色
あ
せ
て
い
な
い
。

浅
見
絅
斎
著
・
濱
田
浩
一
郎
訳
・
解
説

『
靖
献
遺
言
』

　
　

晋
遊
社　

平
成
二
十
八
年
七
月　
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著
者
は
國
學
院
大
學
の
講
師
で
あ
り
、
神
道
学
博
士
で
も
あ
る
。

都
内
で
高
校
教
諭
と
し
て
教
鞭
を
と
る
傍
ら
、
国
学
と
和
歌
の
研

究
を
中
心
と
し
祭
祀
学
に
ま
で
そ
の
研
究
領
域
は
幅
広
い
。

　

本
書
は
、
長
年
正
し
い
言
葉
遣
い
を
考
究
し
て
き
た
著
者
に
よ

る
、
敬
語
、
皇
室
敬
語
、
皇
室
関
係
用
語
の
基
本
的
な
意
味
や
用

法
に
関
す
る
懇
切
な
解
説
書
で
あ
る
。
ま
た
、
基
本
的
に
著
者
に

よ
る
國
學
院
大
學
で
の
神
職
志
望
の
学
生
へ
の
講
義
を
ま
と
め
て

成
立
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。「
言
霊
と
敬
語
」
と
「
実
名
敬
避

と
い
ふ
敬
語
」
な
ど
の
節
で
は
、
神
道
学
の
研
究
者
な
ら
で
は
の

観
点
か
ら
、
敬
語
の
淵
源
と
歴
史
的
経
緯
に
つ
い
て
分
析
を
加
え

て
い
る
。

　
「
五　

皇
室
敬
語
編
」
の
冒
頭
で
は
、
平
成
五
年
六
月
六
日
付
の

『
朝
日
新
聞
』
の
社
説
「「
さ
ん
」
が
「
さ
ま
」
に
な
る
日
」
を
取
り

上
げ
、
マ
ス
コ
ミ
の
皇
室
へ
の
敬
語
使
用
を
減
ら
す
動
き
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。
著
者
は
、
朝
日
新
聞
が
皇
室
と
国
民
と
の
関

係
を
戦
後
の
「
象
徴
天
皇
制
」
の
枠
内
に
限
定
し
て
お
り
、
二
千

年
に
亘
り
歴
史
的
に
育
ま
れ
た
深
い
関
係
性
を
顧
慮
し
な
い
こ
と

が
根
本
的
に
認
識
不
足
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
皇

室
敬
語
の
不
使
用
は
、
か
の
「
開
か
れ
た
皇
室
」
論
と
軌
を
一
に

す
る
も
の
で
、
皇
位
の
尊
厳
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と

危
機
感
を
表
明
し
て
い
る
。
皇
室
へ
の
尊
崇
心
が
強
く
て
も
、
敬

意
を
表
現
す
る
皇
室
敬
語
の
言
葉
遣
い
が
あ
や
ふ
や
で
は
、
そ
の

敬
意
を
正
し
く
ま
た
麗
し
く
表
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
著
者

は
、「
円
滑
な
人
間
関
係
を
保
つ
た
め
に
敬
語
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
学
ぶ
こ
と
が
必
要
」
で
あ
り
、「
殊
に
皇
室
に
対
し
て
の
敬
語
は
、

そ
れ
を
正
し
く
使
ふ
こ
と
で
皇
室
に
対
す
る
親
愛
の
情
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
せ
う
」
と
ま
え
が
き
で
述
べ
、「
改
め
て
敬
語

や
皇
室
用
語
を
学
び
、
そ
の
折
々
に
適
宜
な
敬
語
が
使
ひ
こ
な
さ

れ
る
こ
と
を
願
つ
て
筆
を
執
つ
た
」
と
あ
と
が
き
で
結
ん
で
い
る
。

　

神
道
関
係
者
の
み
な
ら
ず
広
く
皇
室
敬
語
に
関
心
あ
る
者
、
皇

室
と
は
何
か
を
深
く
知
り
た
い
者
に
と
っ
て
、
必
読
の
書
と
し
て

お
勧
め
す
る
次
第
で
あ
る
。

中
澤
伸
弘
著

『
一
般
敬
語
と
皇
室
敬
語
が
わ
か
る
本
』

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
八
年
七
月　
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戦
前
期
に
お
い
て
神
社
は
「
国
家
ノ
宗
祀
」
と
定
め
ら
れ
、

種
々
の
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
近
代
に
整
備
さ
れ
た
神
社
を
め
ぐ

る
諸
制
度
は
、
戦
後
そ
の
全
て
が
廃
止
さ
れ
、
宗
教
法
人
と
は

な
っ
て
も
、
伊
勢
神
宮
を
は
じ
め
、
神
社
本
庁
傘
下
に
あ
る
全
国

八
万
の
神
社
の
制
度
・
規
程
の
基
礎
・
根
底
を
な
し
て
お
り
、
現

代
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
制
度

の
大
元
に
は
、「
祭
政
一
致
の
制
度
に
復
し
、
神
祇
官
を
再
興
し

た
明
治
維
新
の
大
業
が
あ
る
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
本

書
は
「
明
治
維
新
前
後
の
神
道
人
、
国
学
者
の
思
ひ
を
次
代
の
神

職
、
神
道
人
へ
つ
な
げ
て
い
く
」
た
め
、
藤
本
頼
生
氏
（
國
學
院

大
學
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
。

　

著
者
の
阪
本
健
一
氏
は
、
戦
前
は
官
社
の
宮
司
や
祭
務
官
を
、

戦
後
は
北
野
天
満
宮
権
宮
司
や
長
門
国
一
宮
住
吉
神
社
の
宮
司
を

歴
任
し
た
神
職
で
あ
る
が
、
神
勤
奉
仕
の
傍
ら
、
明
治
神
道
史
の

先
駆
的
研
究
を
進
め
、
そ
の
第
一
人
者
に
目
さ
れ
て
き
た
碩
学
で

も
あ
る
。『
明
治
神
道
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
昭
和
五
十
八
年
）

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
著
書
は
、
明
治
神
道
史
を
研
究
す
る
上

で
必
読
の
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
阪
本
氏
が
戦
前
よ
り

執
筆
し
て
き
た
論
考
の
う
ち
、
明
治
維
新
期
に
お
け
る
神
社
制
度

の
成
立
と
そ
の
策
定
に
関
わ
っ
た
個
々
の
人
物
像
と
思
想
の
ほ
か
、

皇
典
講
究
所
に
関
す
る
論
考
を
中
心
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
人
物

を
通
し
て
維
新
期
の
神
道
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
ま
ず

類
書
が
な
い
。
ま
た
巻
末
の
略
歴
と
小
伝
に
お
い
て
、
阪
本
氏
の

経
歴
を
過
不
足
な
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

来
年
は
〈
明
治
百
五
十
年
〉
の
節
目
に
当
た
る
。
阪
本
氏
は
、

本
書
の
巻
頭
に
収
録
さ
れ
た
論
考
の
な
か
で
、
昭
和
四
十
一
年
の

神
社
界
に
向
け
て
、「
明
治
維
新
百
年
を
記
念
す
る
こ
と
は
、
維

新
前
へ
の
逆
戻
り
で
あ
っ
た
り
、
又
維
新
の
裏
返
し
で
あ
っ
て
よ

い
の
で
あ
ら
う
か
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
来
た
る
〈
明
治
百
五

十
年
〉
の
記
念
を
、
単
な
る
懐
古
趣
味
（
主
義
）
的
な
も
の
に
終

わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
こ
の
問
い
か
け
は
神
社
界
の
み
な
ら
ず
、

日
本
全
体
に
も
深
く
重
い
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

阪
本
健
一
著

『
明
治
神
道
史
の
横
顔
―
思
想
・
制
度
・
人
物
で
た
ど
る
近
代
の
神
道
―
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
八
年
九
月　

Ａ
5
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二
三
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二
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著
者
は
日
本
経
済
新
聞
社
に
入
社
し
記
者
と
し
て
活
動
す
る
が
、

平
成
元
年
に
退
社
し
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
な
り
、
現
在
は
『
月
刊

日
本
』
編
集
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
。
坪
内
氏
は
『
月
刊
日
本
』

で
平
成
二
十
四
年
か
ら
「
明
日
の
サ
ム
ラ
イ
た
ち
へ
」
と
題
す
る

記
事
を
連
載
し
、
明
治
維
新
へ
影
響
を
与
え
た
国
体
思
想
の
重
要

書
を
十
冊
紹
介
し
た
。
本
書
は
そ
こ
か
ら
特
に
五
冊
を
取
り
上
げ

再
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
占
領
の
際
、
政
策
上

都
合
の
悪
い
「
国
体
」
に
関
す
る
書
籍
を
集
め
焚
書
し
た
。
崎
門

学
の
系
統
の
書
籍
が
そ
の
中
に
入
っ
て
お
り
、
本
書
の
題
名
の
由

来
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
は
明
治
維
新
の
意
義
や
正
統
性
に
疑
義
を
呈
す
る
研
究
が

盛
ん
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
書
は
明
治
維
新
を
実
現
さ
せ

た
志
士
た
ち
の
精
神
的
な
原
動
力
と
し
て
山
崎
闇
斎
の
崎
門
学
を

あ
げ
、
そ
の
「
日
本
」
の
正
統
を
と
り
戻
し
た
意
義
を
一
般
に
啓

蒙
せ
ん
と
し
て
い
る
。
崎
門
学
は
天
皇
親
政
を
理
想
と
し
、
そ
こ

で
は
朱
子
学
は
易
姓
革
命
論
を
否
定
す
る
形
で
受
容
さ
れ
た
。
後

に
、
闇
斎
は
他
の
複
数
の
神
道
説
の
奥
義
を
学
ん
だ
う
え
で
自
ら

垂
加
神
道
を
確
立
す
る
。

　

本
書
で
取
り
上
げ
た
崎
門
学
の
系
譜
を
継
ぐ
五
つ
の
書
と
は

『
靖
献
遺
言
』、『
保
建
大
記
』、『
柳
子
新
論
』、『
山
陵
志
』、『
日

本
外
史
』
で
あ
る
が
、
書
籍
ご
と
に
章
を
立
て
（『
保
建
大
記
』
と

『
山
陵
志
』
は
同
章
）
広
く
関
連
人
物
に
も
解
説
は
及
ん
で
い
る
。

特
に
、
闇
斎
の
弟
子
・
浅
見
絅
斎
著
『
靖
献
遺
言
』
は
幕
末
の
下

級
武
士
の
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
し
、『
日
本
外
史
』
は
一

般
に
も
読
ま
れ
影
響
力
大
で
あ
っ
た
。
五
つ
の
書
の
中
で
、
著
者

は
『
柳
子
新
論
』
に
対
し
て
だ
け
は
、
湯
武
放
伐
論
を
肯
定
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
部
分
的
で
は
あ
る
が
否
定
的
評
価
を
し
て
い

る
。
補
論
で
は
、
著
者
が
大
宅
壮
一
の
影
響
下
に
あ
る
と
み
な
す

原
田
伊
織
の
明
治
維
新
否
定
論
へ
の
異
議
申
し
立
て
を
展
開
し
て

い
る
。「
魂
の
リ
レ
ー
の
歴
史
」
と
し
て
、「
日
本
」
の
正
統
を
究

明
せ
ん
と
す
る
崎
門
学
の
道
統
に
つ
い
て
の
入
門
書
と
し
て
、
有

志
各
位
に
お
勧
め
す
る
。

坪
内
隆
彦
著

『
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
恐
れ
た
崎
門
学
―
明
治
維
新
を
導
い
た
國
體
思
想
と
は
何
か
―

』

　
　

展
転
社　

平
成
二
十
八
年
十
月　

四
六
判　

二
七
三
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歴
史
学
者
・
平
泉
澄
博
士
は
、
ち
ょ
う
ど
五
十
歳
の
時
、
敗
戦

を
期
に
東
大
教
授
を
辞
し
、
以
後
白
山
神
社
の
宮
司
と
し
て
人
生

を
送
ら
れ
た
。『
首
丘
の
人
』
は
、
雑
誌
『
日
本
』
で
連
載
さ
れ
、

単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
長
く
絶
版
と
な
っ
て
い
た
も
の
の

復
刊
で
あ
り
、
平
泉
の
遺
作
に
当
た
る
。

　
「
首
丘
の
人
」
の
出
典
は
「
狐
死
首
丘
」（『
礼
記
』『
楚
辞
』）
で

あ
る
。
著
者
は
「
死
に
及
ん
で
猶
そ
の
首
を
正
し
て
以
て
丘
に
向

ふ
は
、
そ
の
本
を
忘
れ
ざ
る
也
」（『
礼
記
集
説
』）
と
の
註
を
あ
げ
、

西
郷
を
菅
原
道
真
や
源
義
経
と
並
ん
で
報
恩
と
出
自
を
忘
れ
ぬ
義

の
人
と
捉
え
る
。
ま
た
、
歴
史
学
者
と
し
て
の
資
料
を
用
い
て
の

綿
密
な
検
証
は
類
書
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、
西
郷

隆
盛
を
大
久
保
と
比
較
し
て
「
西
郷
・
大
久
保
両
雄
の
、
い
づ
れ

も
忠
誠
の
人
で
あ
り
国
家
柱
石
の
重
臣
で
あ
る
事
は
、
我
等
の
確

信
し
て
疑
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
或
は
い
ふ
、
幕
府
を
打
倒
し
、
廃

藩
置
県
を
断
行
す
る
上
に
は
、
西
郷
の
力
量
も
重
き
を
な
し
、
而

し
て
西
洋
の
文
明
を
採
用
し
て
内
治
外
交
を
一
新
す
る
に
は
、
大

久
保
の
偉
才
を
用
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
維
新

後
の
国
家
ビ
ジ
ョ
ン
に
優
れ
て
い
た
の
は
大
久
保
で
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
西
郷
を
魂
の
躍
動
を
表
現
す
る
詩
人
で
あ

り
、
謀
略
と
は
無
縁
の
人
と
し
て
描
い
て
い
る
。
明
治
六
年
の
政

変
後
の
西
郷
に
つ
い
て
、「
西
郷
は
そ
れ
以
後
と
い
へ
ど
も
、
相

手
を
憎
み
、
そ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
画
策
し
、
努
力
し
た
形
跡
は

一
向
に
無
い
。（
略
）
そ
の
冀
ふ
と
こ
ろ
は
、
僅
に
残
る
晩
年
を
、

皇
威
宣
揚
の
為
に
捧
げ
た
い
と
す
る
一
念
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
て

い
る
。

　

近
年
、
西
郷
の
従
来
の
人
物
像
を
再
検
証
し
、
否
定
的
な
再
評

価
を
す
る
論
評
も
出
て
き
た
が
、
平
成
三
十
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
は
、
西
郷
隆
盛
を
取
り
上
げ
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
歴
史
学

者
平
泉
に
依
る
維
新
期
の
通
史
と
し
て
の
性
格
も
備
え
、
且
大
西

郷
の
精
神
の
本
質
に
、
著
者
の
香
気
あ
る
文
章
に
よ
っ
て
触
れ
る

こ
と
の
出
来
る
本
書
を
、
多
く
の
読
者
が
手
に
取
る
よ
う
願
う
も

の
で
あ
る
。

平
泉
澄
著

『
首
丘
の
人　

大
西
郷
』
新
装
版

　
　

錦
正
社　

平
成
二
十
八
年
十
一
月　

四
六
判　

三
八
八
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本
書
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
に
公
刊
さ
れ
た
同
書
の
増
補

改
訂
版
で
あ
る
。
平
成
二
十
八
年
の
「
陛
下
の
お
言
葉
」
に
よ
る

生
前
退
位
の
御
意
向
を
嚆
矢
と
し
て
、「
天
皇
の
退
位
等
に
関
す

る
皇
室
典
範
特
例
法
」
が
成
立
し
、
次
の
御
代
替
わ
り
が
迫
っ
て

き
た
こ
と
に
伴
い
再
刊
さ
れ
た
。
葦
津
珍
彦
の
草
案
に
、
新
旧
憲

法
の
二
つ
の
時
代
に
公
法
専
門
家
と
し
て
活
躍
し
た
大
石
義
雄
博

士
が
修
訂
を
加
え
た
も
の
を
原
型
と
し
、
且
「
皇
室
法
研
究
会
」

に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　

現
行
の
皇
室
典
範
及
び
皇
室
経
済
法
は
、
連
合
軍
占
領
下
に
緊

急
な
政
治
的
要
請
の
下
、
議
会
で
十
分
な
審
議
を
経
ず
に
、
そ
の

「
緊
急
政
治
」
の
要
を
認
め
て
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
立
法
後
に
当
然
行
わ
れ
る
べ
き
見
直
し
は
行
わ
れ
ず
、
法
学

者
に
よ
る
総
合
的
研
究
も
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
る
に
等
し
い
。

本
書
で
は
、
そ
の
間
の
歴
史
的
経
緯
を
辿
り
、
憲
法
の
条
行
と
合

わ
せ
て
そ
の
法
解
釈
を
前
提
と
し
た
批
判
的
研
究
を
示
し
て
お
り
、

包
括
的
な
皇
室
法
の
研
究
書
で
あ
る
。

　

眼
目
の
一
つ
は
、
内
廷
費
も
本
来
公
的
性
格
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
故
に
、
皇
室
の
祭
儀
は
、
け
し
て
「
陛
下
の
私
事
」
で
は
な

い
と
い
う
強
い
主
張
で
あ
る
。
葦
津
は
ま
た
、
女
帝
に
つ
き
、

「
祭
り
主
と
し
て
の
天
皇
は
、
神
武
天
皇
い
ら
い
の
皇
統
の
な
か

か
ら
次
々
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
定
ま
っ
て
を
り
、
皇
統
以
外
の

い
か
な
る
者
も
み
と
め
ら
れ
な
い
。
そ
の
皇
統
は
、
男
系
の
血
統

に
よ
る
継
承
で
、
女
系
の
継
承
で
な
い
」
と
す
る
。
一
方
、
天
皇

の
退
位
に
つ
い
て
は
、
現
憲
法
に
於
け
る
天
皇
の
権
能
に
対
す
る

制
約
が
改
め
ら
れ
な
い
な
ら
、
天
皇
の
「
国
体
、
国
家
、
国
民
の

重
大
事
に
つ
い
て
の
公
式
の
意
思
表
示
」
と
し
て
「
退
位
を
表
明

な
さ
る
『
権
能
』」
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
葦
津
の
主
張

を
註
記
し
て
い
る
。

　

昨
今
、
皇
室
に
関
す
る
議
論
が
喧
し
い
。
議
論
の
前
提
と
し
て

本
書
の
よ
う
な
通
史
的
に
厳
密
に
事
実
を
追
う
と
と
も
に
、
そ
こ

に
含
ま
れ
る
問
題
点
を
摘
出
し
た
研
究
書
が
広
く
参
照
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

皇
室
法
研
究
会
編

『
増
補
改
訂 

共
同
研
究 

現
行
皇
室
法
の
批
判
的
研
究
』

　
　

神
社
新
報
社　

平
成
二
十
九
年
九
月　

Ａ
5
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国
学
の
他
界
観
（
幽
冥
思
想
）
を
議
論
す
る
に
あ
た
り
、
本
居

宣
長
の
霊
魂
観
を
継
承
・
展
開
さ
せ
、
最
終
的
に
は
宣
長
説
を
批

判
す
る
に
至
っ
た
平
田
篤
胤
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
は
、
異
論
の
な

い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
篤
胤
以
降
の
幕
末
・
維
新

期
の
国
学
者
、
と
り
わ
け
平
田
派
国
学
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

た
人
々
は
、
篤
胤
の
学
説
の
強
い
影
響
下
に
自
己
の
霊
魂
観
を
展

開
し
た
、
と
看
做
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、「
古
伝

へ
の
信
仰
」
を
本
質
的
な
学
問
姿
勢
と
す
る
国
学
に
於
い
て
、
一

国
学
者
が
当
初
師
説
を
継
承
し
、
当
該
国
学
者
の
置
か
れ
た
時
代

背
景
や
学
問
的
な
進
捗
に
従
っ
て
、
自
説
を
確
立
し
て
い
く
過
程

は
、
篤
胤
の
事
例
に
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
屢
起
こ
り
得
る
。
む

し
ろ
、
そ
う
し
た
学
説
の
変
化
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国

学
者
が
生
涯
を
か
け
て
主
張
し
た
学
説
の
深
意
と
い
う
も
の
を
、

明
確
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

本
書
は
、
か
か
る
着
眼
点
に
従
っ
て
、
篤
胤
か
ら
岡
熊
臣
・
六

人
部
是
香
・
矢
野
玄
道
・
伊
能
頴
則
・
久
保
季
茲
へ
と
展
開
す
る

霊
魂
観
を
、
各
国
学
者
の
草
稿
本
や
書
簡
な
ど
を
も
視
野
に
入
れ

つ
つ
、
当
該
国
学
者
達
の
学
説
形
成
過
程
に
従
っ
て
詳
細
に
分
析

す
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
石
見
国
、
冨
長
山
八
幡
宮
の
神
職
、

神
葬
祭
執
行
に
情
熱
を
傾
け
た
岡
熊
臣
の
霊
魂
観
を
め
ぐ
り
、
宣

長
と
篤
胤
と
の
霊
魂
観
の
折
衷
と
位
置
づ
け
る
、
こ
れ
ま
で
の
解

釈
を
念
頭
に
置
い
て
、
著
者
は
、『
霊た

ま

の
梁
う
つ
ば
り』
と
い
う
熊
臣
の
霊

魂
観
を
物
語
る
初
期
の
著
述
に
着
目
す
る
。
か
く
し
て
熊
臣
の
霊

魂
観
確
立
の
背
景
を
、「
国
学
者
が
自
説
を
構
築
す
る
た
め
に
先

行
す
る
学
説
を
折
衷
し
た
と
す
る
の
は
結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
は
熊
臣
自
身
が
、
神
葬

祭
（
若
し
く
は
霊
祭
）
を
執
行
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
だ
と

考
え
た
霊
魂
を
祀
る
理
論
を
確
立
し
て
い
く
過
程
で
あ
っ
た
」
と

喝
破
す
る
の
で
あ
る
。
従
前
、
平
田
派
国
学
者
と
し
て
一
括
り
に

議
論
さ
れ
て
き
た
国
学
者
達
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
説
形
成
過
程
を

丁
寧
に
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
人
一
人
の
国
学
者
の
霊
魂
観
の

特
質
を
明
ら
か
に
し
た
好
著
で
あ
る
。

小
林
威
朗
著

『
平
田
国
学
の
霊
魂
観
』

　
　

弘
文
堂　

平
成
二
十
九
年
十
月　

Ａ
5
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